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             細葉山紫蘇抽出液の開発の経緯           資料 1 

 
1. 細葉山紫蘇（Mosla Chinensis Maxim）の抗菌性と成分 

山紫蘇類は Thymol を含む植物として脚光を浴び Thymol が化学合成される昭和 20 年代までは、その精

油は Thymol 製造の原料としてまた抗菌剤として、タイムの精油チミアン油と共に利用されて来た明治

時代からの長い歴史があります。「日本科学総覧」には山紫蘇（Mosla Japonica Maxim）、細葉山紫蘇に

ついての研究報告が多数あります。  

（参考文献 4：日本科学総覧 第一集 第一巻 p116） 

(参考文献 5：日本科学総覧 第一集 第三巻 p15) 

(参考文献 6：日本科学総覧 第二集 第十七巻 p829) 

(参考文献 7：日本科学総覧 第二集 第十二巻 p459) 

(参考文献 8：日本科学総覧 第二集 第二十六巻 p979) 

Thymol の殺菌力についてはフェノール係数 25 が示す通り定評のあるところです。 

ヨーロッパにおいて化学農薬の環境汚染に対する警告から自然農薬の研究が行われ、現在研究若しくは

使用されているタイム、ミント、ラベンダーの各精油の植物病原真菌 4 種に対する抗菌性を in vitro 及び

走査電顕により確認検証したイタリーの研究者の報告がありますのでここに紹介致します。この中で

も効果があったのはタイムの精油で、それは成分中の Thymol によると報告されています。      

（参考文献 9：植物病原真菌に対する精油の効果（In Vitro）） 

J. Phytopatholojy 144, 491－494 (1996) 

Effects of Essential Oils on Phytopathogenic Fungi In Vitro 

又、1997 年に発表されたホソバヤマジソの抗菌性についての文献がありますのでここに報告致します。

この論文ではホソバヤマジソのメタノール抽出エキスが多種の植物病害菌に対し抗菌性のあること及び

その抗菌性が Thymol によることが述べられていす。                            

（参考文献 10：日本食品化学学会誌 第 4 巻 2 号（1997））  

天然抗菌素材の開発研究（第 1 報） 
 
2. 開発経緯及び経過 

1993 年(平成 5 年)： 
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薬用人蔘の一大産地である、長野県上田市塩田地区で「薬用人蔘赤錆症」が大発生し産地が壊滅しかね

ない状況となった。この時、薬用作物への化学農薬の大量使用、散布は極力避けるべきで、土質改良を

含む栽培方法の改良、改善、化学農薬に替わる天然防除剤の開発が必要と考えた。 

1995 年(平成 7 年)：: 

北里大学薬学部古谷教授より「薬用植物の抗菌性一覧」の提供を受け、この中で細葉山紫蘇(Mosla 

Chinensis Maxim)のメタノ－ルエキスの抗菌性が群を抜いて高いことに着目。 

細葉山紫蘇の主成分は日本薬局方に収載されているチモールであるため、経口による人体への負荷が小

さく、尚且つ、植物体に含まれる成分を化学処理することなく、天然に存在する形で抽出して使用する

のであれば環境への負荷も極力小さいと考え、細葉山紫蘇を主原料とする「天然防除資材」の開発に取

組むこととした。 

1996 年(平成 8 年)： 

細葉山紫蘇は本邦では九州及び中国地方で希に野生する植物で、絶滅危惧種の一歩手前の品種と言うこ

とであったが、幸運にも 15 株を入手するがことが出来、野生種の栽培に取組むこととした。各株とも順

調に育てることが出来、秋、種子採種に成功。日本原産野生種のデータを残すべく、サンプル数は少量

ではあったが、採種後、花葉部（実殻と葉）、茎枝部、根部の部位別にメタノ－ルエキスを抽出し、各部

位別エキスのチモール含有量を測定すると共に各部位別エキスによる抗菌試験を実施することとした。 

 
［表 1－1］1996 年度の栽培及び抽出試験結果 

栽培地：長野県小諸市  栽培面積：約 4.5 ㎡  移植本数：15 本 

部 位 名 
DW エキス量 チモール／エキス チモール/DW チモール量 

g g % % ㎎ 

花 葉 部 37.7 8.6 6.13 1.4 527 

茎 枝 部 31.8 2.8 2.29 0.20 64.1 

根   部 7.4 0.27 2.5 0.09 6.7 

合   計 76.9 11.67 5.12 0.78 597.8 

  
1997 年(平成 9 年)： 

1996 年産(栽培初代)細葉山紫蘇より抽出した部位別メタノールエキスによる抗菌試験を実施し、花葉部

のエキスに高い抗菌作用のあることが確認出来た。 

1996 年産種子による栽培を試みるも発芽率が悪く(平均 4.2％)、野生種の栽培の難しさを知る。秋、種子

採種後、部位別にメタノールエキスを抽出。 
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［表 1－2］1997 年度の栽培及び抽出結果   

栽培地：①長野 A  長野県北佐久郡 ②東京都練馬区 ③長野 B 長野県小諸市 

    ④福島県河沼郡 

栽培地 
播種数 発芽数 発芽率 移植数 栽培面積 花葉部収量 茎枝部収量 

粒 本 ％ 本 ㎡ （DW）g （DW）g 

①長野 A 3,000 305 10.2 305 61 2,462 3,082 

②東京 140 77 55 77 18 126 228 

③長野 B 3,000 0 － 0 － 0 0 

④福島 3,000 0 － 0 － 0 0 

合計 9,140 382 4.2 382 79 2,588 3,310 

 
                      花葉部  茎枝部    合計 

メタノールエキス                436g   132ｇ    568ｇ 

チモール/メタノールエキス            6.98％  1.44％    5.69％ 

チモール量                    30.43g   1.90g   32.33ｇ 

チモール/DW                 1.18%   0.06%   0.55％ 

1998 年(平成 10 年)： 

1997 年産(栽培第 2 代)メタノールエキス(チモール濃度 6.98％)による抗菌試験を実施し、各菌に対し

1996 年産（栽培初代）と同様の抗菌作用が確認された。 

一方、栽培については種々の崔芽方法を試み、95％以上の発芽方法を見出した。この発芽率の向上によ

り 5000 本近い移植苗を確保出来たため、採種目的と開花時の成分試験目的とに分けて移植栽培を行い、

各地区とも計画通りの収量を得ることが出来た。 

 
［表 1－3］1998 年度の栽培結果 

栽培地： ①長野県北佐久郡 ②福島県河沼郡 

栽培地 ①長野 ②福島 

播 種   (粒) 15,000 － 

発 芽   (本) 5,500 － 

移植数  （本） 2,500 1,250 

栽培面積 （㎡） 500 250 
採種後 花葉部+茎枝部（㎏） 38.4            － 

開花時刈り取り DW （㎏）           － 51.7 

１本当たり重量  （g） 15.36 41.36 

10a 当たり収量  （㎏） 76.8 206.8 

 



4 
 

 
1999 年(平成 11 年)： 

散布試験 1997 年産（栽培第 2 代）メタノールエキス(チモール濃度 6.98％)の 200 倍希釈液(チモール濃

度 350PPM)による散布予備試験を依頼したところ、効果有りとの報告を受けた。 

供試液：メタノールエキス  10g 

分散剤（エタノール） 5g 

希釈水      1,985g 

長野県営農センター 

◎薬用人蔘灰色かび病 効果大        ◎センブリ赤錆症      効果大 

◎レタス灰色かび病  効果大        ◎キュウリうどん粉病  効果大 

福島県農業試験場) 

◎薬用人蔘灰色かび病 効果大        ◎薬用人蔘苗立ち枯れ病 効果あり 

◎いちご炭素病    効果大        ◎キュウリうどん粉病  効果大 

長野県北佐久郡 農家 

◎キュウリうどん粉病 効果大 

 
本機によるメタノールエキス抽出試験 

前年度(栽培第 3 代)の栽培が計画通り推移し収量を確保出来たため、委託により、本機でのメタノールエ

キスの抽出試験を実施した。 

 
［表 1－4］1998 年産(栽培第 3 代)の本機によるメタノールエキス抽出試験結果 

 採種後全草 開花時全草 

抽出投入量 DW  (㎏) 32.0 31.7 

メタノールエキス （g）   5,950 4,150 

乾燥減量     （％） 53.4 50.6 

チモール濃度   （％） 6.3 9.6 

チモール量    （g） 374.85 398.4 

栽培面積 10a 当りチモール

量         (ｇ) 
899.6 3,101.7 

※栽培面積 10a 当たりチモール量＝チモール量×10a 当たり収量/投入量 の換算値。 

採種後のメタノールエキスのチモール濃度が 6.3％であったのに対し、開花時のエキスのチモール濃度

は 9.6％と含有率が高かった。 

 
メタノール抽出は抽出材料の１０倍以上のメタノールを必要とし、その回収、廃棄に費用が掛かりコス

ト高に加え環境への負荷も懸念され、農業用としての本資材の目的、趣旨に適さないと判断し、新たな

抽出方法を検討することになり、超音波振動法、エタノール抽出、熱水抽出、水蒸気蒸留等の抽出試験

を実施した結果、蒸気と冷却水だけで抽出出来る水蒸気蒸留法が環境に優しく、 も効率的で、且つ、

経済的な抽出法であるが判った。 

一方、採算面について検討したところ、キュウリ農家の話では農薬費用は 10a 当たり 50.000 円を超える
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ようであれば使い切れないと言う事であった。生産農家の要望に応えるためには、細葉山紫蘇の収量が

全草乾燥量で 10a当たり 500㎏以上(現状での収量は 150～200㎏)取れなければ採算が採れないことが判

明した。このためにはコストを半減させるには、国内栽培では対応出来ないため、一部中国での栽培を

試みた。 

［表 1－5］1999 年度の栽培結果 

栽培地：①長野  長野県北佐久郡 ②福島県河沼郡 ③中国 

栽培地 ①長野 ②福島 ③中国 

播 種   (粒) 15,000 － － 

発 芽  （本） 13,000 － － 

移植数  （本） 1,250 1,250 5,000 

栽培面積 （㎡） 250 250 1,000 

採種後花葉部+茎枝

部(㎏) 
16.88        －        － 

開 花 期 刈 り 取 り

DW(㎏) 
       － 57.12 78.15 

10a 当たり収量(㎏) 67.5 228.5 78.15 

1 本当たり重量（g） 13.5 45.7 15.6 

国内栽培地は順調に成育し、計画通りの収量を得ることが出来たが、中国での栽培は初めての試みでも

あり、旱魃による伸長分岐不足もあり目標収量は得られなかった。しかし、中国での栽培に目途がつい

たことは大きな収穫であった。 

2000 年(平成 12 年)： 

栽培：国内栽培は採種用の栽培に重点を置き、精油抽出用は中国で栽培し、133ａから 2500 ㎏の乾燥全

草を収穫する事が出来、所期の目的を達成する事が出来た。 

抽出方法：前年検討した通り水蒸気蒸留による精油抽出試験を実用プラントにより実施し 

本資材の製品化を大きく前進させることが出来た。 

 
［表 1－6］1999 年産(栽培第 4 代)の本機による水蒸気蒸留試験結果 

栽培地 ①長野 ②福島 ③中国 

種 別 採種後 開花期 開花期 

投入量（㎏） 12.7 54.8 78.15

精油 （g） 54 1,353       1,638 

抽出率（％） 0.43 2.47 2.10

チ
モ
ー
ル

濃
度 

透明層（％） （18g）    65   （675g）       40 （546ｇ)   59 

混濁層（％） （36g）        － （678ｇ)   1.06 （1,092g）      5.2 

平均 （％）               － 20.5              23.1 

チモール/DW  （％）        －  0.51 0.48

栽培面積 10a 当たり精

油量（g） 
       －  5,412 1,638

※ ①長野：抽出量が少なく、結晶析出も多かった為正確な抽出は出来なかった。結晶は透明層へ入れ測
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定。②福島：結晶析出が少なく、概ね順調であった。③中国：冷却し過ぎにより結晶析出が多く、

終段階で一時冷却管に結晶による詰まりが生じた。抽出量はやや少なかった。冷却管からの結晶は全

て透明層に入れて測定。 

※ 尚、②福島 の全草を用いて精油構成成分分析用の精油を抽出した。抽出は異物の混入を防ぐため試

験機（エッセンシャルオイル抽出装置 標準機 （有）東京製作所製 ）により行い、更に、精油の

純度を高めるためと不純物を除去するためにその精油を同試験機で再度水蒸気蒸留した。精油構成成

分の分析結果は(資料 4)の通りで、0.1％以上の成分が 10 種類確認された。                 

精油の乳化：精油の乳化に取組み、チアミン油の純度試験（参考文献 2：第 7 改正日本薬局方第二部 P187）

及び、ヤマジソ油の純度試験(参考文献 2：第 7 改正日本薬局方第二部 P270) に倣い、エタノールによる

水への分散を試みたが、24 時間後には 3 層に分離してしまい、水への分散は出来なかった。            

その後、乳化剤メーカーの協力を得て、乳化剤として食品添加物グリセリン脂肪酸エステル、溶媒とし

てエタノールを用いることにより、本精油の乳化に成功した。この乳化液は、白色から黄褐色の透明性

の溶液で、一連の抗菌試験を実施して来たメタノールエキスと同等のチモール濃度を保つことが出来る、

と同時に 50 倍以上の希釈水にも均一に分散する。 

 
2001 年(平成 13 年)： 

栽培：中国における栽培を推進し、乾燥全草 5,000 ㎏から 118 ㎏の精油を得、所期の目的を達成するこ

とが出来た。 

防除試験：1999 年福島産(栽培第 4 代)精油の水和液(細葉山紫蘇抽出液：紫蘇源)により病害防除試験を実

施した。 

試験機関：長野県営農センター 

防除試験名：薬用人蔘灰色かび病 (資料 8) 

キュウリうどんこ病 (資料 9) 

薬用人蔘灰色かび病：細葉山紫蘇抽出液（紫蘇源）の 100 倍希釈液(防除価 66)は慣行防除区のロブラー

ル水和剤(防除価 84)よりも防除価は低かったが防除効果が確認された。尚、同試験において薬害は認め

られなかった。                

キュウリうどんこ病：細葉山紫蘇抽出液（紫蘇源）の 100 倍希釈液(防除価 61.9)は慣行防除区慣行防除

区の農薬散布(防除価 75.8)に比べ防除価は低かったが防除効果が確認された。尚、同試験において薬害

は認められなかった。             

 
2002 年(平成 14 年)： 

薬用人蔘の病害防除に長野県で 5 農家、福島県で 5 農家が試験採用、キュウリ等の病害防除に長野県で 5

農家、福島県で 5 農家、茨城県の 3 農家で試験採用された。いずれの地区においても好評を得たので翌

年から各農協で使用を奨励、推進する運びとなった。。 

 
2003 年(平成 15 年)： 

新農薬取締法の施行に伴い拡販を自粛。 

 
2004 年（平成 16 年）： 
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防除試験：細葉山紫蘇抽出液（紫蘇源）による病害防除試験を実施した。 

試験機関：福島県農業試験場 

防除試験名：キュウリうどんこ病 （資料 10） 

細葉山紫蘇抽出液（紫蘇源）の 100 倍希釈液（防除価 73.2）は慣行防除区（防除価 98.2）に比べ防

除価は低かったが効果が確認された。尚、同試験において薬害は認められなかった。               

 
2009 年(平成 21 年)： 

2009 年産(栽培第 14 代)を試験機による２度の水蒸気蒸留で得た精油の構成成分分析を実施したところ

27 種の成分が確認された。(資料 5) 

 含有率 1％以上の成分を栽培第 4 代(資料 4)と比較すると表 1－7 の通りで、主要成分については大きな

変動がないことから、本邦野生種から出発した細葉山紫蘇の本栽培種は安定した固定種になっていると

考えられる。 

尚、中国における細葉山紫蘇抽出精油の生産実績は（資料 7）の通りである。 

 

 

 

 
［表 1－7］栽培第 4 代と栽培第 14 代の成分比較表 

 

成分名 分子式 
栽培第 4 代 栽培第 14 代  

% % 

Thymol C10H14O 71.3 70.93 

ｐ－Cymene C10H14 8.8 8.76 

γ－Terpinen C10H16 7.6 6.63 

α－Caryophyllene C15H24 2.4 3.14 

Geraniol C10H16O 1.5 － 

α－Farnesene C15H24 1.1 0.23 

Terpinene－4－ol C10H18O 0.8 0.68 
(Z.E)－α－Farnesens C15H24       － 2.08 

Acetylthymol C12H16O2       － 1.61 

β－Pinene C10H16       － 1.48 

α－Terpinen C10H16       － 1.4 

 
3. 本資材の環境への寄与 

本資材の原料である細葉山紫蘇は乾燥全草で 10a 当たり 200 ㎏前後の収量が見込めるため 

稲栽培時の O2 の供給量及び CO2 の吸収量を参考に算出すれば、10a 当たり 200 ㎏の O2 を供給し、142

㎏の CO2 を吸収する。他方、本資材を使用する農家は本資材を使用することにより化学農薬の使用量を

確実に減少させている。化学農薬の使用量の削減は化学農薬の製造量の減産をもたらすため製造時の

CO2排出量を確実に減少させる効果があり、本資材はCO2削減に二重の効果を持って寄与出来る。更に、
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精油抽出後の残渣は醗酵させることにより良質な堆肥となりリサイクルして土壌に還元することが出来

る。精油成分は全て炭素、水素及び酸素で構成され、(資料 4、 5 ：細葉山紫蘇の精油成分 参照)

通常、植物が含有する窒素及びカルシウム、カリウム、リン、鉄等のミネラルは全て残渣に残っている

ためである。本資材に使用する細葉山紫蘇の精油は細葉山紫蘇が結実する前に刈り取り抽出するため、

種子への成分の移行喪失がなく、茎葉に含まれる成分のうち精油成分以外の成分は全て残渣に残留する

からである。 

参考としてチモールを含有する同じしそ科に属するタイムには、たんぱく質 6.3g カルシウム 1700

㎎ リン 85 ㎎ 鉄 110 ㎎ カリウム 980 ㎎を含有する旨の記載がある（参考文献 3：四訂日本食品

成分表）。今後は精油残渣の栄養成分の分析を行い、家畜の醗酵飼料としての活用について検討して行く

所存である。 

4. 今後の目標 

本資材が特定防除資材として認可されたならば国内外での啓蒙、普及に努め、原料である細葉山紫蘇の

栽培を JAICA 等の協力を得てタイ、ラオス、ミャンマー等の山岳地帯で行い、麻薬の撲滅に些かの貢献

をしたいと考えている。嘗てこれら三国にまたがる国境地帯は麻薬のゴールデントライアングルと呼ば

れ、ケシの栽培が盛んに行われていたが、国連の麻薬撲滅運動の一環として、この地域の農民がケシ栽

培以外の農作物により経済的自立を図れるよう、日本、アメリカ、中国、ドイツ等の支援で、ゴム、じ

ゃがいも、とうもろこし、米、豆類、茶等の栽培技術の提供と栽培指導を継続的に推進することにより

この地域でのケシ栽培はほとんどなくなった。しかし、山岳地帯は地理的、気象的、地形的条件におい

て農業生産に適した土地が少ないため、ケシに替わる穀類栽培、換金作物栽培への移行が遅々として進

まず現在でも大量のケシが栽培され、麻薬の供給源となっている。 

一昨年(2008 年)3 国の山岳地帯を想定し、中国雲南省の海抜 2000 メートルの地域で試験栽培を実施した

ところ、順調に成育し、開花、結実を見たので、栽培面では細葉山紫蘇の当地での栽培は問題ないと考

えている。 

5. 本資材の土壌への影響度 

植物は繁茂する品種や規模の変遷によりその地域の環境を徐々に変化させることはあっても、鉱毒のよ

うに土壌汚染や水質汚毒によって環境破壊を引き起こし、その地域の生態系を壊滅させた、と言うよう

な報告はない。このことは、植物中に蓄積された有機物は、落葉或いはその死によって地表に落ち、や

がて土壌中で分解されるためと考えられる。 

当該資材の原料である細葉山紫蘇は精油を含むしそ科の 1 年草の植物であるが、しそ科の植物には精油

を含む種類が多々あり、自然界に自生している種も多い。しそ科植物はその種子の形態から遠方へ飛散

することはなく、親株の周りに群落を形成する傾向がある。 

因みに、本資材開発時のデータによれば、採種後の乾燥全草量は結実後の落葉が 40～50％あり、更に刈

り取り時の落葉ロスもあって、10ａ当たり収量は 76.8 ㎏と開花時乾燥全草量 206.8 ㎏に比べ約 1/2.7 で

あった［表 1－3 参照］。その採種後の乾燥全草中のチモール量は 899.6ｇであったので［表 1－4 参照］、

自然界においては少なくても 10ａ当たり 900ｇ以上のチモールが何千年、何万年に亘りこの植物が繁茂

する地域の土壌に降積して来たと考えられるが、本植物又はチモールを含有する、しそ科植物由来のチ

モールによって土壌汚染や水質汚染等が生じ、生態系に対し悪影響が及んだと言う情報或いは報告はな

い。これは植物に含まれる精油成分がどれ一つ欠けることなく、自然界に存在する組成で大地に放出さ

れた場合は、自然界にはそれを消化、分解する力が備わっているからと考えられます。本資材は植物が
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含有する精油成分を自然界に存在するままの状態で抽出し、単に希釈するだけで再び自然に戻すものな

ので、環境への負荷は極めて小さいものと考えます。 

 


























































